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今 月 の トォフ

月

　４月９日、黒川小学校で新１年生と
保護者を対象に『交通安全キャンペー
ン』が行われました。これは、成長と
ともに車社会に一人で足を踏み出した
子どもたちを交通事故から守ろうと、
入学式当日に毎年実施しているもので
す。新１年生は、いまりんモーモちゃ
んと笑顔で３つのお約束をしました。

活力あふれ
ひとが輝く
安らぎのまち



　
少
子
高
齢
化
、
雇
用
悪
化
、
若

者
の
流
出
、
産
業
の
減
退
、
そ
し

て
人
口
減
少
…
。
こ
れ
ら
の
問
題

が
進
行
す
る
と
き
、
地
域
の
消
費

力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
逆

に
言
う
と
、
こ
の
消
費
力
を
回
復

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
悪
循

環
を
断
ち
切
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
地
域
の
消
費
力
が
頭
打
ち

と
な
っ
て
い
る
い
ま
、
新
た
な
消

費
の
起
爆
剤
の
一
つ
と
し
て
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
『
観
光
』。

そ
れ
は
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
伊

万
里
の
魅
力
を
『
知
っ
て
』、『
来

て
』、『
感
じ
て
』、『
消
費
』
し
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
今
後
、
西
九
州
自
動
車
道
が
市

域
を
越
え
て
延
伸
さ
れ
る
と
、
伊

万
里
は
一
通
過
点
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
『
い
ま
』

が
将
来
を
見
据
え
た
『
分
岐
点
』

で
あ
り
、
観
光
に
取
り
組
む
『
好

機
』
な
の
で
す
。

　
人
が
集
ま
っ
て
交
流
が
生
ま
れ

る
と
、
産
業
が
活
性
化
す
る̶

そ

こ
に
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
地

元
の
若
者
や
市
外
か
ら
の
転
入
者

が
定
住
し
て
く
れ
る̶

結
果
と
し

て
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

り
、
ま
ち
の
全
体
が
元
気
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。

な
ぜ
、
い
ま

観
光
な
の
か

特集１

　
平
成
27
年
２
月
、
西
九
州
自
動
車
道
の
南
波
多
谷
口
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
伊
万
里
市
を

取
り
巻
く
観
光
事
情
は
変
わ
り
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、ま
さ
に『
諸も
ろ
刃は

の
剣つ
る
ぎ』。
ど
の
よ
う
に
し
て

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
観
光
消
費
を
流
入
さ
せ
る
か
。
伊
万
里
市
で
は
、
官
民
あ
げ
て
交
流
人
口
の
増

加
と
外
部
消
費
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
の
観
光
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の

未
来
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
す
。

●
問
合
先
　
観
光
課
観
光
戦
略
室
（
☎
⑳
９
０
３
１
）

　

　
　
　
　
　
〃
　
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
係
（
☎
㉓
２
１
１
０
）

観
光
客
を
呼
び
込
め
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　市や関係団体と連携して、伊万里の魅力を盛り込んだプラ
ンを作って旅行会社などに提案しています。
　いま、お客様が求めるのは『ストーリー性』と『オンリー
ワン的要素』です。例えば、梨狩りは夏
ですが、真っ白な花を咲かせるのは春。
伊万里の桜の名所と一緒にＰＲすれば、
さらに魅力ある、ほかの地域にはないオ
ンリーワン企画になるかもしれません。
これからも、お客様が魅力的に感じるプ
ランを発信し続ける必要があります。

官と民で協働する
『誘客』

　
日
ご
ろ
、
私
た
ち
が
何
気
な
く

暮
ら
し
て
い
る
伊
万
里
市
に
は
、

伊
万
里
焼
や
伊
万
里
牛
、
伊
万
里

梨
な
ど
の
特
産
品
の
ほ
か
、
大
川

内
山
や
市
街
地
の
歴
史
的
町
並
み

と
い
っ
た
景
観
な
ど
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
観
光

資
源
で
あ
り
、
観
光
客
に
と
っ
て

『
伊
万
里
』の
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
黙
っ
て
い
て
も
観
光

客
は
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。

伊
万
里
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、

国
内
外
の
数
多
く
の
観
光
地
の
中

か
ら
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、

観
光
戦
略
が
重
要
で
す
。

伊
万
里
の
魅
力
を

発
信
す
る

　
そ
こ
で
、
市
は
、
近
隣
で
人
口

や
誘
客
規
模
が
大
き
い
福
岡
都
市

圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
積
極

的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
福
岡
・
伊
万
里
間
で

『
観
光
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
』
を
運

行
す
る
ほ
か
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
福
岡
市
内
の
商
業
施
設
や
ホ

テ
ル
を
中
心
に
『
伊
万
里
フ
ェ
ア
』

な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
併
せ

て
伊
万
里
焼
風
鈴
の
展
示
や
、
伊

万
里
牛
を
は
じ
め
と
し
た
市
特
産

品
の
展
示
販
売
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
多
く
の
観
光
客
を
確
保
す
る
方

法
と
し
て
効
果
的
な
の
が
、
旅
行

会
社
が
企
画
す
る
ツ
ア
ー
な
ど
の

旅
行
商
品
。
団
体
客
が
観
光
地
に

満
足
す
れ
ば
、
個
人
で
再
訪
す
る

こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
市
は
、

市
が
委
嘱
し
た
『
観
光
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』
と
連
携
し
な
が
ら
、
福
岡

都
市
圏
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
会

社
や
報
道
機
関
を
積
極
的
に
訪
問

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
伊
万

里
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供

す
る
ほ
か
、
企
画
部
門
の
視
察
の

誘
致
や
、
旅
行
商
品
の
造
成
な
ど

を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

旅
行
会
社
な
ど
に

企
画
を
提
案

↑ＡＮＡクラウンプラザホテル（福岡市）で開催された、
伊万里産食材を使った料理を伊万里焼の器で提供す
る『伊万里フェア』のメディアパーティー

←伊万里－福岡間で運行
する高速バスの車体に
観光ＰＲ広告を掲載し
たラッピングバス

↑ＪＲ博多シティ（福岡市）に展示した伊万里焼風鈴

↑造成された企画旅行に参加し、大川内山の窯元を訪
れる観光客

↑企画旅行の造成のために大川内山を視察し、伊万里
焼について説明を受ける旅行会社の社員たち

魅力ある企画は、
「できるかもしれない」から始まる

Attracting Tourists

特集１ 観光客を呼び込め

徳永 勝行
㈱近畿日本ツーリスト九州から
派遣され、市観光協会専務理事
も務める。観光に関する専門知
識と人脈を持つ。50歳。

伊万里市観光アドバイザー
Katsuyuki
       Tokunaga
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ひ
と
が
見
知
ら
ぬ
地
を
旅
す
る

と
き
、
誰
も
が
せ
っ
か
く
訪
れ
た

の
だ
か
ら
楽
し
ん
で
帰
り
た
い
と

思
う
は
ず
。
伊
万
里
に
は
、
そ
ん

な
旅
人
に
魅
力
を
伝
え
、
も
て
な

す
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
は
、年
間
約
６
０
０
０
人
（
平

成
26
年
度
）
の
観
光
客
を
、
大
川

内
山
や
伊
万
里
津
周
辺
に
点
在
す

る
名
所
・
旧
跡
な
ど
に
案
内
し
て

い
ま
す
。
藤
瀬
熊く

ま

喜き

会
長
は
、「
私

た
ち
の
役
割
は
、
お
客
様
に
伊
万

里
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
し

た
気
配
り
が
お
も
て
な
し
に
つ
な

が
り
ま
す
。
真
心
が
す
べ
て
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
伊
万
里
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
も

て
な
す
か
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
。
商

店
街
、
大
川
内
山
な
ど
で
、
接
客

や
案
内
に
携
わ
る
人
た
ち
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Hospitality of Imari

『伊万里んもん』の
おもてなし

　
都
会
に
住
む
人
た
ち
に
、
農
林

漁
村
で
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
発
足
し
た
伊
万
里
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
。

そ
の
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
っ
て
い

る
田
中
恒つ

ね

範の
り

さ
ん
も
会
員
の
１
人
。

平
成
23
年
か
ら
民
泊
を
始
め
、
協
議

会
全
体
で
こ
れ
ま
で
約
２
０
０
０

人
の
修
学
旅
行
生
や
一
般
の
観
光

客
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
民
泊
で
は
、
宿
泊
す
る
だ
け
で

な
く
、
農
・
漁
業
や
窯
元
で
の
焼

き
物
づ
く
り
を
『
体
験
』
し
た
り
、

地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
て
観

光
客
と
一
緒
に
作
っ
た
料
理
を

『
食
』
べ
た
り
し
な
が
ら
、
田
舎
で

は
当
た
り
前
に
あ
る
自
然
の
良
さ

や
人
の
温
か
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

『
真
心
』、
そ
れ
が

お
も
て
な
し

食
や
風
土
を

体
感
し
て
も
ら
う

↑伊万里津周辺（市街地）に往時の面影を残す白壁土蔵を案内する
伊万里市観光ボランティアガイドの会

↑えびす祭りのスタンプラリーで、『仲良しえびす』の
由来などを分かりやすく説明する会員

↑宿舎となった田中さん宅のかまどで、自分たちで
割ったまきを使って炊飯する修学旅行生

↑漁業体験で、地元の漁師が持つ生きたタコにおそる
おそる触れる修学旅行生

特集１観光客を呼び込め

　修学旅行生は、自然の豊かさや田舎料理などを喜んでくれ
ますし、食事中は方言や祭りの話で盛り上がります。私たち
受け入れ農家も、交流を通して学ぶことがたくさんあります。
　また、国内外の一般のお客様もお迎え
していますが、特に外国のお客様とは、
国や言葉の壁を乗り越えて友好関係を
築くことができるだけでなく、伊万里の
PRにもつながることを期待しています。
　皆さんも、私たちと一緒にグリーンツー
リズムを始めてみませんか。

自然の豊かさと人情で
お客様をもてなします

田中 恒範
平成21年度のグリーンツーリ
ズム推進協議会の発足時から運
営に携わる。現在は、幹事長と
むら泊部会長を兼任。66歳。

伊万里グリーンツーリズム推進協議会
Tsunenori
          Tanaka
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伊
万
里
に
は
、
魅
力
的
な
観
光

資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
を
融
合
さ
せ
て
、
付
加
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
が
、
新
た
な

魅
力
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

『
観
光
プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券
』
や
、

松
浦
鉄
道
と
連
携
し
た
新
た
な
旅

行
商
品
『
伊
萬
里
牛
弁
当
付
き
観

光
列
車
』、『
伊
万
里
牛
VS
九
州
ブ

ラ
ン
ド
牛
カ
ー
ニ
バ
ル
』
な
ど
、

今
後
も
伊
万
里
の
魅
力
を
発
信
し

な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
今
も
多
様
化
し
つ
づ
け
る
観
光

ニ
ー
ズ
。「
伊
万
里
に
ま
た
来
よ

う
」
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

関
係
者
が
相
互
に
連
携
し
、
ま
さ

に
『
オ
ー
ル
伊
万
里
』
で
迎
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
観
光
地
を
印
象
づ
け
る
の
は

『
人
』
の
魅
力
で
あ
り
、
感
動
を
与

え
る
の
は
『
お
も
て
な
し
』
の
心

で
す
。
皆
さ
ん
に
も
、
何
か
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　伊万里には、市民の皆さんが誇りにされる焼き物や農・畜産
品など、個々に光る観光素材があります。
　今日、全国の観光地が、観光客の誘致合戦を繰り広げる中で、
これらの素材を生かした観光商品を売り込むためには、観光客
の目線や旅行が成り立つ仕組みを十分認識し、官民連携の中で

戦略的に取り組むことが必要です。
　伊万里は、まさに競争の世界に第一歩を踏
み出しました。今後、観光素材を担う商・工・
農業分野の関係団体を軸にアイデアや取り組
みが出され、それを観光協会や行政が付加
価値の高い商品として束ねて売り出せるか、
これからが本当の正念場であると思います。

石田　仁 Hitoshi Ishida
㈱ＪＡＬパックで旅行企画などの九州統
括マネージャーを務め、観光に関する豊
富な知識と人脈を持つ。現在は、医療法
人幸善会前田病院の事務部長。51歳。

伊万里市観光アドバイザー

観光の振興は戦略と挑戦

to make them 
a fond of Imari

特集１ 観光客を呼び込め

『
オ
ー
ル
伊
万
里
』で

も
て
な
す

伊
万
里
の
魅
力
を

融
合
さ
せ
る

↑『伊萬里牛弁当』付き旅行商品を発表する道
みち

場
ば

六三郎さん（左から２人目）
と、愛

まな

弟子の田中由
ゆう

示
し

さん（山代町出身、左から１人目）↑大川内山の秋の窯元市で、観光客をもてなす店員たち

も
っ
と
伊
万
里
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

　
平
成
29
年
度
の
西
九
州
自
動
車

道
・
伊
万
里
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
仮
称
）
の
開
通
ま
で
の
中
期

的
展
望
の
中
で
、
市
は
今
年
度
を

『
誘
客
推
進
の
年
』
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
こ
の
延
伸
を
さ
ら
な
る

誘
客
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
福

岡
都
市
圏
を
中
心
に
宣
伝
や
営
業

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
少
し
で
も
長
く
伊
万
里
に

滞
在
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
周
遊

コ
ー
ス
の
商
品
化
を
進
め
、
交
流

人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
継
続
的
な
効
果
と
い
う
点
で
は
、

観
光
客
に
満
足
し
て
帰
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
観
光
客
の
増
加
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
観
光
素
材

の
磨
き
上
げ
や
Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ
り
、

受
け
入
れ
側
で
あ
る
施
設
や
店
舗
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
『
お
も
て
な
し
』

も
大
変
重
要
な
要
素
で
す
。

　
観
光
課
長
と
し
て
２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
市
民
や
観
光
関
連

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
「
観
光
客
が

増
え
て
き
た
ね
」
と
実
感
し
、
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

観
光
で
伊
万
里
を

元
気
に
し
た
い産業部観光課

　課長　木寺　克
かつ

郎
ろう
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新
『
伊
万
里
分
団
』
が

４
月
に
ス
タ
ー
ト

　
現
在
の
伊
万
里
市
街
地
は
、
市
消
防
団
が
発
足
し
た
昭
和
29
年
当

時
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
市
街
地
を
管
轄
す
る
伊
万
里
分
団
と
、
隣
接
す
る
牧
島
分

団
を
統
合
し
、
４
月
か
ら
新
し
い
『
伊
万
里
分
団
』
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
統
合
に
よ
り
、
市
街
地
に
お
け
る
消
防
力
が
充
実
し
、
災
害

発
生
時
の
出
動
体
制
が
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
防
災
が
よ
り
よ
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

さらなる安全・安心をめざして
　私は、３年間牧島分団の分団長を務めてきましたが、４月
の伊万里分団と牧島分団の統合により、このたび新伊万里分
団長を拝命しました。団員数も大幅に増加し、責任の重さを
感じています。統合の主な理由は、両分団ともに消防団員の
確保が難しくなり、消防団活動に支障をきたすようになって
きたこと、また、牧島分団において、管轄が伊万里公民館区
と牧島公民館区にまたがっているため、各行政区との調整が

困難になってきたことです。今回
の分団の統合により、各部におい
ても統合を行い、７部体制となり
ました。団員数は約110人に増加
し、地域防災力の向上につながっ
たと思います。
　これからも市民の皆さんの安全・
安心のため、さらに消防団活動に
力を入れていきます。皆さんの、
ご理解とご協力をお願いします。

伊万里分団 分団長
石井 幸久さん（中通）

　皆さんは、消防団とその活動を知っていますか。
　消防団は、『自分たちの地域は自分たちで守る』という精神に基づき、市民の尊い生
命や財産を、火災などの災害から守るため日夜活動しています。
　その中から今回は、伊万里分団と牧島分団の統合をはじめ、女性消防団の活動や各分
団のホープを紹介します。団員の思いなどを通じて、消防団の活動や必要性について考
えます。

   地域を守る消防団
  ～大切な人、大好きなまちを守るために～

● 問合先　消防調整課消防団係（☎㉓２１１６）

特集２

昨年行われた夏季点検でポンプ操法を披露する女性消防団員
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   地域を守る消防団特集２

【写真①】園児への防火紙芝居【写真③】応急手当講習 【写真②】独り暮らし高齢者への防火訪問

女
性
消
防
団
員
活
躍
中

■
園
児
に
対
す
る
防
火
教
室

【
写
真
①
】

　
幼
年
期
か
ら
防
火
意
識
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
園
児
を
対
象
に
防
火

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
紙
芝
居

を
使
っ
た
り
、演
劇
を
行
っ
た
り
と
、

楽
し
み
な
が
ら
火
事
の
恐
ろ
し
さ

や
、
火
事
を
発
見
し
た
と
き
の
対
応

方
法
・
避
難
方
法
な
ど
を
教
え
ま
す
。

■
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問

【
写
真
②
】

　
主
に
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
て
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
や
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
ま
す
。

■
応
急
手
当
法
指
導
【
写
真
③
】

　
応
急
手
当
法
を
普
及
・
啓
発
す

る
た
め
、
消
防
署
の
救
急
救
命
士

に
同
行
し
て
、
保
育
園
・
事
業
所

な
ど
で
応
急
手
当
法
の
指
導
や
心

肺
蘇
生
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
団
員
が

応
急
手
当
指
導
員
の
資
格
を
取
得

し
て
い
ま
す
。

※
心
肺
蘇
生
体
操
は
、
私
た
ち
女

性
消
防
団
員
が
考
案
し
た
も
の

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
動

画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
伊
万
里
市
消
防
団
編
』
で
検
索

し
て
、
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
市
消
防
団
に
は
24
人
の
女
性
の
消
防
団
員
が
在
籍
し
、
広
報
活
動
や

予
防
指
導
な
ど
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
女
性
消
防
団
員
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

佐賀県初の
『女性ラッパ隊員』が入隊

　今年、佐賀県では初めてとな
る、市消防団から女性のラッパ
隊員が誕生しました。全員が吹
奏楽経験者ということもあり、
今後の活躍が期待されます。
　ラッパ隊は、消防団の規律の
維持と団員の士気の高揚を図る
ため、夏季点検や出初式などの
式典で吹奏します。

私たちと一緒に活動しませんか
　私たち女性消防団員は、女性のソフト面を生かして、保
育園や老人会などに出向き、防火防災教室の開催や、各種
消防団イベントのサポート、ケーブルテレビでの広報活動
などを行っています。
　平成 25 年、全国女性消防団員活性化ぎふ大会で披露し
た心肺蘇生体操が全国各地で反響を呼びました。日ごろか
ら熱意をもって取り組んできた成果が認められたものとう

れしく思っています。これを市
内でもっと多くの人に広めてい
きたいと思います。今年は佐賀
で全国大会が開催されますので、
皆さんのご協力をよろしくお願
いします。
　現在、女性消防団員を募集し
ています。安心して暮らせるま
ちづくりをめざして私たちと一
緒に活動しませんか。

　
毎
年
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
、
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

大
会
が
、
平
成
27
年
は
佐
賀
大
会

と
し
て
、
10
月
29
日
（
木
）・
30
日

（
金
）
に
佐
賀
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
女
性
消
防
団

員
な
ど
関
係
者
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ

の
消
防
団
活
動
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
発
表
や
、
地
域
を
越
え
た
防
災

に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

↑全国女性消防団員活性化大会千葉
大会に参加しました

『
第
21
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
』

が
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
す

団本部　女性部長
宮﨑 紀子さん（木須東）
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第
６
部
（
団
員
）

山
﨑
　
和
宏

（
新
天
町
）

　地元の先輩方の強い勧めで入
団しました。昨年の夏に行われ
た市の小隊訓練競技大会には選
手として出場し、団員とのチー
ムワークの大切さを学びました。
今後は火災予防活動などに力を
入れ、地域のために貢献したい
と思います。

大坪分団

第
３
部
（
団
員
）

金
子
　
裕ひ
ろ
の
り憲

（
早
　
里
）

　入団して３年目です。消防団
活動を通じて消防団が地域に必
要とされていることがわかり、
団員としての自覚が強くなりま
した。これからも日々の訓練に
参加し、地域のために貢献して
いきたいです。今後も先輩方と
楽しく頑張っていきます。

旧牧島分団

女
性
部
（
団
員
）

山
口
　
喜
美
子

（
上
　
分
）

　入団して１年です。昨年、全
国女性消防団員活性化大会に初
参加し、開催地の人たちの防災
意識の高さに驚きました。全国
の女性消防団員と情報を交換し、
大きな輪を広げていきたいと思
います。私も、地域の役に立つ
消防団員でありたいと思います。

団本部

第
１
部
（
団
員
）

栗
副
　
亮
太

（
元
　
町
）

　入団して２年目です。近所の
先輩から誘われて入団しまし
た。訓練など厳しいときもあり
ますが、地域の防災にかかわる
ことにとてもやりがいを感じて
います。今後も自分たちの町を
守るため頑張っていきたいと思
います。

旧伊万里分団

第
４
部
（
団
員
）

前
田
　
俊
彦

（
正
力
坊
）

　平成 26年４月に入団しまし
た。当初は不安もありましたが、
先輩方の優しい指導のもとさま
ざまな活動をする中で消防団員
としての自覚が高まりました。
今後も地域住民の安全 ･安心を
守るため、日々の消防団活動に
励んでいきたいと思います。

大川内分団

第
２
部
（
団
員
）

瀬
戸
　
遼
太
郎

（
福
　
田
）

　地域の人に誘われて消防団に
入団し、地域のつながりが一層
強くなったように感じていま
す。消防団活動に真剣に取り組
み、地域住民のために災害を少
しでも減らせるように頑張って
住みよい地域づくりを行ってい
きます。

黒川分団

伊
万
里
市
消
防
団 

各
分
団
の
ホ
ー
プ
紹
介

　
市
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た

め
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
市
内
に
は
11
の
分
団
が
あ
り
、
９
９
７
人
の
団

員
が
災
害
現
場
に
出
動
し
た
り
、
災
害
の
警
戒
に
当
た
っ
た
り
し
て
地
域
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団

の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

↑夏季点検で一糸乱れぬ動きを披露する大川分団
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第
６
部
（
団
員
）

奈
良
﨑
　
圭け
い
す
け則

（
筒
　
井
）

　地域の先輩に誘われて入団し
ました。入団したばかりですが、
少しでも地域に貢献できるよう
これからも頑張っていきたいと
思います。

波多津分団

第
３
部
（
団
員
）

百
武
　
勝
士

（
村
　
分
）

　入団して３年目です。昨年は
松浦分団の代表として小隊訓練
競技大会に出場するなど、積極
的に消防団活動を行っています。
これからも、災害のない松浦町
となるように、また、災害が減
らせるように消防団員として頑
張っていきたいと思います。

第
５
部
（
団
員
）

古
藤
　
康
太

（
川
　
原
）

　地域の方に誘われて入団し、
訓練などに参加する中で、消防
団活動の大切さがわかりまし
た。これからも消防団員として
地域に貢献できるように頑張っ
ていきます。

第
５
部
（
団
員
）

加
賀
良
　
浩
二

（
滝
川
内
）

　先輩に誘われて入団して３年
目です。先輩からの指導を受け
て各種訓練へ参加することで、
消防団活動について学んでいま
す。私の住む地域は消防団員の
なり手が少ないため、私が消防
団員として長く地域に貢献でき
ればと思います。

第
２
部
（
団
員
）

丸
野
　
陽よ

う

司じ
（
鳴
　
石
）

　平成 24年４月に消防団に入
団しました。火災予防広報や各
種訓練などの消防団活動を通じ
て、防災のためには地域の絆

きずな

が
重要だと感じました。今後も先
輩の指導を仰ぎながら、地域の
防災に役立てるように頑張って
いきます。

第
６
部
（
団
員
）

井
手
　
龍
一

（
谷
　
口
）

　消防の活動はさまざまで戸惑
いもありましたが、諸先輩方の
ご指導により、今では地域に貢
献できることを誇りに感じてい
ます。今後は諸先輩方が築き上
げた伝統と実績に恥じないよう
に、自己研さんに励み頑張って
いきます。

第
４
部
（
団
員
）

宮
川
　
隼
人

（
東
八
谷
搦
）

松浦分団

大川分団

東山代分団

山代分団

南波多分団

二里分団

　地域の先輩に誘われて４月に
入団しました。１か月間、小隊
訓練を受けて集団行動の難しさ
や大切さを学びました。やさし
い先輩に囲まれて、楽しく消防
団の活動をしています。これか
らも地域のために活動していき
ます。

　
消
防
団
の
主
役
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
守

り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地

域
や
事
業
所
の
協
力
の
も
と
消
防
団
の

活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
の
『
力
』
が
必
要
で
す
。

　
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て
、
団
員
と
と
も
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

消
防
団
と
そ
の
活
動
に

理
解
と
協
力
を

   地域を守る消防団特集２
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● 対象者
▷伊万里市国民健康保険加入者
①受診時に40歳以上74歳以下の人（入院療養中の人を除く）
②国民健康保険税の滞納がない人
③今年４月以降に人間ドック・脳ドックを受診していない人
▷伊万里市在住の佐賀県後期高齢者医療保険加入者
①入院療養中でない人
②後期高齢者医療保険料の滞納がない人
③今年４月以降に人間ドック・脳ドック・長寿（特定）健
診を受診していない人

《人間ドック》
▷自己負担額　11,750円＋【別表】特定健診受診料金
▷指定医療機関　伊万里有田共立病院、伊万里松浦病院、
隅田病院、西田病院、前田病院、山元記念病院

▷検査項目　血液検査、尿検査、心電図など15項目
《脳ドック》
▷自己負担額　12,750円＋【別表】特定健診受診料金

　市では、日帰り人間ドック・脳ドックの受診費用について助成をしています。通常の半額程度の負担で受診するこ
とができますので、ぜひ利用してください。

▷指定医療機関　伊万里有田共立病院、西田病院、山元記
念病院

▷検査項目　頭部ＭＲＩ、血液検査、尿検査など11項目
● 注意事項
※特定健診受診料金
は、特定健診受診
票に記載します。

※受診するときは、
特定健診・長寿検
診受診票、または
その結果票を医療機関に提出してください。

※伊万里有田共立病院で脳ドックを受診する場合は、特
定健診と同時に受診してください。

※どちらも人数制限があります。早めに申し込んでくだ
さい。

※申し込みの際は、国民健康保険または後期高齢者医療
の被保険者証と、印鑑を持参してください。

【別表】特定健診受診料金表
種　別 料　金

40～ 69歳  1,200 円
70～ 74歳     600 円
75歳以上

無　料
市民税非課税世帯

●申込・問合先　長寿社会課医療保険係（　☎㉓２１５３）
人間ドック・脳ドック受診助成します !

市民の皆さんも申し込むことができます

寄付の返礼品を拡充！

ふるさと応援           金（ふるさと納税）は、寄 附

●問合先　
▷寄付金について　　企画政策課ふるさと応援係（　☎ ㉓

にいさん
 ２
ふる
３
さ と に
１２）

▷税額控除について　税務課市民税係（☎㉓２１４８）、伊万里税務署（☎㉓３１４７）

　市では、ふるさと応援基金に寄付していただける人を募集しています。寄付は、市外に在住する人だけでなく、
市民の皆さんも申し込みができます。詳しくは、インターネットで、ふるさと納税ポータルサイト『ふるさとチョ
イス』内の伊万里市掲載ページをご覧ください。

ふるさと応援寄附制度とは
　個人が、市に対して2,000円を超える金額を寄付した場合、2,000円を超えた部分
について、所得税と個人住民税の控除（個人住民税所得割の２割まで）を受けることが
できる制度です。
※所得税や住民税が非課税の人は、控除の対象になりません。また、所得額などの条件
により控除を受けることができない場合があります。

※写真は、いずれもイメージです。

新たに伊万里の特産品や特産物が加わり、選ぶ楽しみが増えました
　４月から、ふるさと応援寄附金の返礼品に、伊万里の特産品（物）である伊万里焼や車えび・鶏肉加工品などを
加え、これまでの伊万里牛とあわせて33種類から94種類に拡充しました。また、今後も伊万里梨などの季節限
定の品を随時追加する予定です。

伊万里焼 車えび加工品 鶏肉加工品

『ふるさとチョイス』
伊万里市情報ＱＲコード

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索 2015.5 10



まちづくり出前講座利用しませんか

●対　象　　市内に在住、通勤または通学しているおおむね10人以上の団体
●時　間　　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と調整後に決定します。
●場　所　　市内のみ（受講場所は申込者で確保してください）
●講師料　　無　料
●申込方法　受講予定日の２週間前までに、申込書を男女協働・まちづくり課あてに郵送または直接提出してくだ
さい。ファックスやメールでも受け付けています。

※申込書とメニュー表は、男女協働・まちづくり課、各町公民館、市民センター、生涯学習センター、市民図書館、
市民交流プラザに備え付けています。また、市のホームページからもダウンロードできます。

●申込・問合先　男女協働・まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１５・　  ㉒７２１３）
　　　　　　　　メールアドレス　danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp

　市は、皆さんの身近な生活にかかわる行政情報を提供し、市民参加に
よるまちづくりをめざすため『まちづくり出前講座』を開催しています。
平成26年度は、開催回数234回、延べ9,400人の参加がありました。
　市職員が皆さんのもとへ出向き、知りたいことや聞きたいことなどに
ついて話をします。希望する場合は、下記のメニュー表から講座名を選
んで申し込んでください。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

31 伊万里市の防災について
32 国民年金について
33 市税について
34 消費者トラブル防止について
35 水道の話
36 防火教室
37 救急教室

環
境

38 家庭でできる地球温暖化対策
39 ごみの分別とリサイクルについて
40 犬・ねこの飼い方について
41 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

42 伊万里市の農業について
43 伊万里市の林業・水産業について
44 伊万里市の商工業について
45 伊万里市の観光について
46 農業者年金について
47 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

48 子どもの生きる力について
49 家庭教育について
50 青少年の育成について
51 人権・同和問題について
52 伊万里の文化財
53 伊万里の史跡めぐり
54 伊万里の資料館見学ガイド
55 図書館のデータベース活用方法
56 家読について
57 絵本の見せ方、読み方、選び方
58 新体力テストおよびニュースポーツの指導

選 挙 59 明るい選挙について
その他 60 その他（希望講座を相談してください）

※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第５次伊万里市総合計画について
４ 伊万里湾の開発について
５ 伊万里市の国際交流について
６ 考えてみましょう！『男女協働参画』
７ 食のまちづくりについて

８ 市民との協働によるまちづくり
（地域の元気推進事業を含む）

９ 地域情報化の推進について
10 伊万里市の家計簿（財政）

11 予算のみかた
～税金の使われ方から財政状況まで～

12 地籍調査の話
13 道路の話
14 都市計画の話
15 下水道の話

福
祉
・
健
康

16 高齢者福祉について
17 介護保険について
18 認知症サポーター養成講座
19 介護予防について
20 国民健康保険について
21 後期高齢者医療制度について
22 たっしゃか体操
23 生活習慣病予防について
24 高齢者の健康づくりについて
25 歯の健康づくりについて
26 知っておきたい子どもの病気と手当
27 障害者総合支援法について
28 伊万里市の子育て支援の取り組みについて
29 生活保護制度について
30 伊万里市の婚活推進事業について

ま ち
づくり

平成27年度 まちづくり出前講座メニュー表

FAX
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■マイナンバー制度とは
　マイナンバーとは、国民一人一人が持つ12桁の個人番
号のことです。
　複数の機関に存在する個人の情報を同じ人の情報である
ことを確認するためのもので、社会保障・税制度の効率性・
透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社
会を実現するための社会基盤です。
■導入のメリット
①公平・公正な社会の実現
所得やほかの行政サービスの受給状況を把握しやすくな
るため、負担を不当に免れることや給付を不正に受ける
ことを防止するとともに、本当に困っている方にきめ細
かな支援を行うことができます。

②国民の利便性の向上
添付書類の削減など、行政手続が簡素化され、国民の負
担が軽減されます。 また、行政機関が持っている自分の
情報を確認したり、行政機関からさまざまなサービスの
お知らせを受け取ることができます。

③行政の効率化
行政機関や地方公共団体などで、さまざまな情報の照合、
転記、入力などに要している時間や労力が大幅に削減さ
れます。複数の業務の間での連携が進み、作業の重複な
どの無駄が削減されます。

■今後のスケジュール
▷平成27年10月
お手元にマイナンバーをお知らせする『通知カード』が
郵送されます。

▷平成28年１月
社会保障・税・災害対策の行政手続でマイナンバーが必
要になります。
申請者には、身分証明書やさまざまなサービスに利用で
きる『個人番号カード』を交付します。

▷平成29年１月
マイポータル（仮称）【※】（情報提供等記録開示システム）
が開始予定で、インターネットから個人情報のやり取り
の記録が確認できるようになります。

※自宅のパソコンからさまざまな情報を取得できる個人用
サイトのこと。

▷平成29年７月
　地方公共団体は情報連携が始まります。

　平成25年５月に『行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用に関する法律』
が成立。マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）が導入されることになりました。

社会保障、税、災害対策の行政手続で
マイナンバーが必要になります平成28年１月

災 害
対 策

社会保障
年金・労働
医療・福祉

マイナンバーは、社会保障・税・災害対策分野の中で法律で定められた行政手続にしか使えません。
※このほか、法律では、社会保障および防災の分野を中心としていることを踏まえ、市が実施しているこ
れらと類似する事務で、市が条例で定める事務にマイナンバーを使うことができます。

年金の資格取得や確認、給付
雇用保険の資格取得や確認、給付
医療保険の給付請求
福祉分野の給付、生活保護　など

税務当局に提出する確定申告書、
届出書、調書などに記載
税務当局の内部事務　など

被災者生活再建支援金の支給
被災者台帳の作成事務　など

マイナンバー制度
（社会保障・税番号制度）が始まります

●  問合先　企画政策課（☎㉓２１２４）、市民課（　 ☎㉓２１２９）

国のマイナンバー
広報キャラクター
『マイナちゃん』

税
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６月15日から住民票などにアパート名などの方書を表示します
　郵便物が届かないなどのトラブルを解消するため、６月15日（月）から、アパートやマンショ
ン名などの『住所の方

かたがき

書』を住所として取り扱い、住民票などに表示します。

すでに方書を登録している人 方書を登録していない人

必要ありません
６月15日（月）に住民票に方書を記載します。
対象世帯には５月中旬に通知書を送付します。

方書を登録してください
▷場　所　　市民課または出張所
▷持参するもの
　・運転免許証など、本人確認ができるもの
　・来庁者（窓口に来る人の印鑑）
　・委任状（同一世帯以外の人が来庁する場合）

マイナンバー制度のお問い合わせは

0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル）
平日　午前９時30分～午後５時30分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。

▷マイナンバー制度に関するホームページ（内閣官房）
　http://www/cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

　市から、住民票の住所にマイナンバーの通知カードを送付します。
※簡易書留（郵便局員からの手渡し）、転送不可で送付します。
※通知カードが届かない場合がありますので、住民票の住所と異なるところに住んでいる人は、実際
に住んでいる住所に変更をしてください。

市民の皆さん一人一人に
マイナンバー（個人番号）を通知します10月から

●  問合先　市民課（　 ☎㉓２１４３）

【６月15日以降に発行する住民票】
　（住所）　立花町１３５５番地１　伊万里アパート１０１号

【今までの住民票】（例）
　（住所）　立花町1３５５番地１ ⇒

■表示方法

■必要な手続
　アパートやマンションなどに住んでいない人（方書のない人）は必要ありません。

※対象世帯への通知書の方書に誤りや変更がある場合は、６月12日（金）までに市民課で変更の手続をしてく
ださい。

■方書が表示される証明書類
　住民票の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登録証明書、戸籍附票の写し、住民基本台帳カード、所得証明書、
納税証明書、国民健康保険被保険者証など

◆写真付き住基カードをお持ちの人へ
　住基カード（顔写真付き）のＩＣチップ内のデータの住所と裏面に方書を記載します。６月15日（月）以降
に住基カードを持参し、本人または同じ世帯の人が市民課で手続してください。
▷手続に必要なもの　住基カード（パスワードが必要です）、印鑑
※住基カードのパスワードを忘れた場合は、本人しか手続できません。住基カード・印鑑・本人確認の書類１点
（保険証や本人名義の預金通帳など）を持参してください。
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健康診査名 対象者 (平成28年３
月 31 日現在）

内　容 実施月 実施場所
受診料金

69歳まで 70歳から

特定健康診査

肝炎ウイルス検査

伊万里市国民健
康保険加入者で
40～ 74歳
※75歳の誕生日
の前日まで

身体計測・腹囲測定・
血圧測定・血液検査・
尿検査・内科診察など

※肝炎ウイルス検査
は過去に検査を受け
たことがない人のみ

５～８月
公民館
市民センター
【別表①】

1,200円
＋

【別表②】

600 円
＋

【別表②】

６月～
翌年３月 指定医療機関

健康診査
肝炎ウイルス検査

①30～39歳
②生活保護受給者
で40～74歳

５～８月
公民館
市民センター
【別表①】

６月～
翌年３月 指定医療機関

長寿健康診査
後期高齢者医療
制度加入者
※75歳以上など

６月～
翌年２月 指定医療機関 無　料

日程など（時間はすべて午前中） 実施場所 同時に受診できるがん検診

５月 19日（火）、20日（水）   大川公民館 大腸（配布）、肺、胃、前立腺

５月 26日（火）   松浦公民館 大腸（配布）、肺、胃、前立腺

５月 27日（水）、29日（金）   南波多公民館 大腸（配布）、肺、胃、前立腺

６月 22日（月）、23日（火）   山代公民館 大腸（配布、回収）、肺、胃、前立腺

６月 29日（月）、30日（火）   二里公民館 大腸（配布）、肺、胃、前立腺

７月１日（水）、２日（木）   東山代公民館 大腸（配布・回収）、胃、前立腺

７月６日（月）、７日（火）   黒川公民館 大腸（配布）、肺、胃、前立腺、子宮

７月８日（水）、10日（金）   波多津公民館 大腸（配布）、肺、胃、前立腺

６月１日（月）～３日（水）、
７月 16日（木）、17日（金）

  市民センター

大腸（配布）、肺、前立腺、子宮

６月 10日（水）、７月 15日（水）
※女性優先デー（要予約、定員あり） 大腸（配布）、肺、前立腺、子宮、胃、乳

８月 30日（日）
※日曜健診（要予約、定員あり） 大腸（配布）、前立腺

●問合先　健康づくり課（　 ☎㉒３９１６）

健 康 診 査

健康診査・がん検診 を受けましょう
自分自身の健康状態を知るために

　各健康診査の対象者には、受診票を５月中に郵送します。各町公民館や市民センター、指定医療機関で受診できます。

※生活保護受給世帯および市民税非課税世帯は、受診料金が無料になります。該当する人は、受付で申し出てください。
※健診結果は、約１か月後に開催する相談会でお渡しします。

【別表①】集団健康診査実施日程・場所

※『女性優先デー』と『日曜健診』を設けています。希望する人は予約をお願いします。

種　類 集団検診 個別検診

B・C型 700円 1,400 円

Ｂ型のみ 300円 1,000 円

Ｃ型のみ 400円 1,100 円

◆国民健康保険以外の健康保険に加入している皆さんへ◆
　特定健康診査・特定保健指導は、各医療保険者（お持ちの
健康保険証に記載されている保険者）に実施が義務づけられ
ています。加入している健康保険組合または勤務先に確認し
てください。

【別表②】肝炎ウイルス検査受診料金
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検診名
対象年齢

（平成28年３
月31日現在）

内　容 実施月 実施場所
受診料金

69歳まで 70歳から

肺がん検診

40 歳以上

 胸部レントゲン検査
５～９月

公民館
市民センター

　　　      300 円 200円

６～２月 指定医療機関 　　　   1,400 円 1,000 円

胃がん検診  バリウム検査
５～９月

公民館
市民センター

　　　1,100 円 800円

大腸がん検診  便潜血検査 500円 300円

前立腺がん検診 50～69歳
 血液検査
 （血清ＰＳA）

５～８月 　　　　900円

子宮がん検診 20 歳以上
 視診、
 子宮頸

けい

部
ぶ

の細胞診

５～８月 　　　　900円 600円

６～２月 指定医療機関 2,200 円 1,500 円

乳がん検診
（要予約）

40 歳以上
※２年に１
回の受診

 視触診、
 マンモグラフィ検査

６～ 12月
公民館
市民センター

40歳代 1,900 円
50歳～ 1,300 円

900円

６～２月 指定医療機関
40歳代 2,200 円
50歳～ 1,600 円

1,100 円

骨粗しょう症検診
（要予約）
※定員30人

40・45・
50・55・
60・65・
70歳女性

 腕のレントゲン検査 ５～10月
公民館
市民センター

600円

※生活保護受給世帯および市民税非課税世帯は、受診料金が無料になります。該当する人は、受付で申し出てください。
※健診結果は、約１か月後に受診者全員に通知します。

伊万里市国民健康保険加入者の皆さん！  特定健康診査を受けましょう

が ん 検 診

　がん検診は、医療保険の種別に関係なく受診することができます。過去５年以内に受診した人や、今年度対象年齢に達す
る人には、受診票を５月以降に郵送します。受診票がなく検診を希望する人は、健康づくり課へ申し込んでください。詳し
い日程や実施場所などについては、各家庭に配付している健康カレンダーや市役所だよりなどで確認してください。

　特定健診は、生活習慣病やその前兆であるメタボリックシンドロームを早期に発見・改善するために実施してい
ます。自覚症状のない病気を見逃さないためにも、１年に１回は特定健診の受診が必要です。私たちの心や体にか
かる負担は、長い年月の中で、知らず知らずのうちに体のいろいろな部分に影響し、生活習慣病の大きな要因とな
っています。健診をきっかけに、あなたも健康を見直してみましょう。

●特定健診はお得
約10,000円の検査が1,200円で受けることが
できます。日ごろ、健康に無関心という人も、
１年に１日は、自分の体と向き合う時間を作り、
元気な生活ができるように備えましょう。

●無料健康サポート（保健指導）が受けられます
健診は、受診するだけでなく、その結果から健
康問題を把握して、生活習慣を改善して行くこ
とが大切です。健診結果と生活習慣がどのよう
に関係しているか、将来の予測を踏まえ、健康
的な生活を送るためのお手伝いをします。

『健康づくり』は『しあわせづくり』
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■
野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い

　
餌
を
与
え
る
こ
と
は
、
猫
を
そ

こ
に
寄
っ
て
こ
さ
せ
る
行
為
で
す
。

猫
が
集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
ふ

ん
や
尿
を
し
た
り
、
花
壇
を
掘
り

起
こ
し
た
り
し
て
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
猫
に
餌
を
与
え
る
行
為
は
、
そ

こ
で
飼
う
と
い
う
飼
い
主
と
同
じ

責
任
が
生
じ
ま
す
。

　
餌
を
与
え
る
人
は
、『
自
分
は
飼

い
主
で
あ
る
』
と
い
う
自
覚
を
持

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
猫
の
行
動

や
習
性
を
よ
く
理
解
し
て
世
話
を

し
、
周
辺
の
住
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

餌
場
を
決
め
、
そ
の
場
所
以
外

で
は
与
え
な
い
。

・ 

餌
は
、
短
時
間
で
食
べ
き
れ
る
量

だ
け
を
与
え
、す
ぐ
に
片
づ
け
る
。

・ 

集
ま
っ
て
く
る
猫
の
ふ
ん
尿
の

処
理
は
、
責
任
を
持
っ
て
行
う
。

ペ
ッ
ト
は
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　
最
近
、
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
犬
や
猫
は
、
身
近
な
動
物
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
動
物
が
苦
手
な
人
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て

い
る
人
も
い
ま
す
の
で
、
飼
い
方
し
だ
い
で
は
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
場
合
は
、
周
囲
の
人
に
対
す
る
気
配
り
が
大
切
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

飼
い
主
に
は
、
飼
い
犬
（
生
後
91

日
以
上
）
の
登
録
と
、
毎
年
１
回

（
４
〜
６
月
）
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

室
内
で
飼
う
場
合
も
同
様
で
、
す

べ
て
の
犬
が
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
登
録
済
や
注
射
済
で
あ

る
こ
と
を
示
す
『
鑑
札
』
と
『
注

射
済
票
』
は
、
常
に
ペ
ッ
ト
の
首

輪
な
ど
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
放
し
飼
い
の
禁
止

　
犬
の
放
し
飼
い
は
、
伊
万
里
市
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
は
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
２
万
円
以
下
の
罰
金
）。

■
不
妊
・
去
勢
手
術

　
猫
は
繁
殖
能
力
が
高
く
、
１
年

で
２
〜
３
回
、
１
回
当
た
り
４
〜

８
匹
の
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で

き
、
子
猫
も
生
後
半
年
ほ
ど
で
出

産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
次
々
に
生
ま
れ
て
く
る
子
猫
の

も
ら
い
手
を
探
す
の
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
猫
た
ち
の
幸
せ

な
一
生
を
約
束
で
き
な
い
場
合
は
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

【
不
妊
・
去
勢
手
術
の
効
果
】

・ 

妊
娠
や
出
産
、
育
児
に
よ
る
体
力

の
消
耗
が
な
く
な
り
、
元
気
で

長
生
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

お
と
な
し
い
性
格
に
な
り
、
ほ
か

の
猫
と
の
け
ん
か
が
少
な
く
な

る
こ
と
で
、
猫
ど
う
し
の
感
染

症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
太
り
や
す
い
体
質
に
な
る
た
め
、

餌
の
管
理
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

■
定
期
的
な
散
歩

　
犬
が
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
健
康

に
過
ご
す
た
め
に
は
、
定
期
的
な

散
歩
が
必
要
で
す
。
散
歩
を
さ
せ

る
と
無
駄
吠ぼ

え
を
減
ら
す
こ
と
に

な
り
、
肥
満
も
防
止
で
き
ま
す
。

【
散
歩
の
マ
ナ
ー
】

　
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
リ
ー

ド
（
引
き
綱
）
で
つ
な
い
で
、
犬

の
と
っ
さ
の
行
動
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

犬
が
散
歩
中
に
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
、
必
ず
家
ま
で
持
ち
帰
る
こ
と

が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

■
飼
育
は
室
内
で

　
猫
の
ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
な
ど
で

近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
、

ま
た
、
猫
の
健
康
と
安
全
を
守
る

た
め
に
、
猫
は
外
に
出
さ
な
い
室

内
飼
い
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
適
切

な
環
境
を
用
意
す
れ
ば
、
猫
は
外

に
出
さ
な
く
て
も
、
家
の
中
だ
け

で
十
分
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
室
内
飼
い
は
、
近
所
へ
の
迷
惑

を
防
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
交
通

事
故
や
ほ
か
の
猫
と
の
接
触
に
よ

る
病
気
の
感
染
を
防
ぐ
な
ど
、
猫

の
健
康
維
持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
も
し
も
外
に
出
す
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
首
輪
を
付
け
る
よ
う
に

し
て
、
飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
が
周

り
に
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

 

犬 

の
飼
い
方

 

猫 

の
飼
い
方
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　佐賀県では、県民の皆さんの安全・安心を確保するため
の一助として、携帯電話などのメール機能を使った各種防
災情報などを配信するシステム『防災ネットあんあん』を
運用しています。皆さんもぜひ登録して、地域の防災活動
や安全・安心の確保に役立てましょう。
《配信される情報》
1. 防災情報　2. 防犯情報　3. 緊急情報　4. 火災情報など

安全・安心情報を手に入れよう
『防災ネット あんあん』

※携帯電話のバーコードリーダー機能で撮影す
　ると簡単に登録サイトへ進むことができます。
○防災ネットあんあん　http://esam.jp/
●問合先　佐賀県統括本部消防防災課

　　　　　　　（☎０９５２㉕７０２７）

●  問合先　土木管理課（☎㉓２４８４）

防災ネットあんあん
佐賀県情報QRコード

登録はこちら←

　
日
本
人
の温か

い
挨
拶
習
慣
　

　
伊
万
里
に
来
た
ば
か
り
の
こ

ろ
で
す
。
向
う
か
ら
歩
い
て
き

た
お
ば
あ
さ
ん
に
ニ
コ
ニ
コ
し

て
「
お
は
よ
う
」
と
挨あ

い
さ
つ拶

さ
れ

ま
し
た
。
少
し
驚
き
ま
し
た
が
、

一
瞬
で
心
が
温
か
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
私
も
す
ぐ
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
を

返
し
ま
し
た
。
職
場
で
も
同
じ

で
す
。
す
れ
違
う
時
に
は
必
ず

「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
」
と
挨
拶

し
て
く
れ
ま
す
。
職
場
で
、
毎

日
こ
の
よ
う
に
挨
拶
を
さ
れ
る

と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

自
分
が
必
要
不
可
欠
な
人
間
だ

と
思
え
て
、「
頑・

・

・

・

・

・

張
ら
ん
ば
い

か・

・ん
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
職
場
の
同
僚
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
外
国
人
の
私
か
ら
見

る
と
お
互
い
に
家
族
の
よ
う
な

心
遣
い
と
関
心
を
持
っ
て
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
一
方
、
中
国
で
は
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
『
知
ら
な
い
人
に
は
挨

拶
を
し
な
い
』
と
い
う
教
育
を

受
け
ま
す
。
こ
の
た
め
、
職
場

で
も
知
っ
て
い
る
人
に
だ
け
挨

拶
を
し
ま
す
。
警
戒
心
か
ら
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
習
慣
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
は
、
や
は
り
地
域
と
の
絆

き
ず
な

が
あ
る
の
で
、
温
か
い
挨
拶
は

自
分
の
故
郷
へ
の
愛
を
呼
び
起

こ
す
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
駅

で
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
知
ら
な
い
人
に
家
族
の
よ

う
に
挨
拶
す
る
の
は
、
安
心
し

て
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
か
ら

だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
日

本
式
の
挨
拶
は
、
時
に
、
ぎ
り

ぎ
り
に
出
勤
し
た
朝
な
ど
、
早

口
で
挨
拶
し
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
。
笑
顔
で
軽
く
お
じ
ぎ
を

す
れ
ば
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
今
日
も
一
日
頑
張
り
ま

す
」
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
は
日
本
人

の
挨
拶
習
慣
に
感
動
し
て
い
ま

す
。
私
も
毎
日
き
ち
ん
と
挨
拶

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
帰

国
し
て
も
、
こ
の
習
慣
を
ず
っ

と
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

李リ 

娜ナ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト 

③ 

いざ！というときのために、
水害への備えをしましょう

避難場所、避難経路は事前に確認
▷避難場所と、洪水ハザードマップなどを参考に避難
経路を事前に確認しておく

▷家族が離れているときの安全確認の方法を決めておく
▷ハザードマップは次のURLから確認できます
　http://disaportal.gsi.go.jp

非常時の持ち出し品は事前に準備
▷貴重品や衣類、非常用食品、懐中電灯、ラジオなど
を準備しておく

※避難時の荷物は必要最小限にしましょう。

気象情報や河川情報に注意
▷水害時の避難行動は、近くの河川の水位情報や雨量
の情報、気象・洪水の予警報を把握する

▷浸水する前に、早めに避難する
▷テレビやラジオ、携帯電話、インターネットなどで
河川の水位や雨量情報を入手する

国土交通省では、Webサイト・iモード
でも水害の情報を提供しています。　  
▷Webサイト　http://www.river.go.jp/
▷ iモード　　   http://i.river.go.jp/

事前の備え 台風などが近づいたら

５月は水防月間です

←

17 2015.5



● 問合先　総務課行政係（ 　☎㉓２１２３）

　市では、市民と活動団体、行政との協働のまちづくりを推進しています。
市民交流プラザを拠点に団体間の連携・交流を図る市民ネットワーク『い
まり』の自主的な活動を支援するとともに、市内でさまざまな公益的活動
に取り組んでいる団体をPRしています。

● 市民活動とは　営利を目的とせず、市民の自主性・自発性に基づくもので、
不特定かつ多数の人の利益増進のための活動をいいます。さらに市民の皆
さんに対して開かれ、宗教や政治を目的としない活動をいいます。

● PRできる団体　市内において、３人以上で市民活動を行う団体です（宗
教団体や政治団体、企業団体は除きます）。

● PR方法
①市民活動団体の情報を、市のホームページなどに掲載します。
②掲載した団体の情報を取りまとめた『市民活動団体ガイドブック』を、掲
載された団体、市民交流プラザ、市民図書館、各町公民館などに配布します。

● 申込方法　申請書に会則などを添付し、提出してください。内容を審査
した後、市のホームページなどに掲載します。

※申請書は、男女協働・まちづくり課に備え付けています。また、市のホー
ムページからもダウンロードできます。

● 申込・問合先　男女協働・まちづくり課（    ☎㉓２１１５）

市民活動団体を応援します
自分たちの市民活動をPRしませんか春

交通事故(死)ゼロをめざす日 ５月20日水

５月11日（月）～20日（水）

の交通安全県民運動

●運動の重点
▶運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
▷全国重点１
　自転車の安全利用の推進（特に、自転
車安全利用五則の周知徹底）

▷全国重点２
　全

すべ

ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底

▷全国重点３　飲酒運転の根絶

●交通事故発生状況
（４月12日現在：前年同期比）

▷人身事故　　145件（－ 16件）
▷死　　者　　　　2人（＋  2 人）
▷傷　　者　　185人（－ 16人）

　
平
成
17
年
２
月
の
『
食
の
ま
ち

づ
く
り
宣
言
』
か
ら
10
周
年
を
迎

え
、
３
月
25
日
、
塚
部
市
長
が
福

岡
市
を
訪
れ
、
レ
シ
ピ
開
発
研
究

所
主
宰
・
田た

﨑ざ
き

志
織
さ
ん
に
『
食

の
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』

の
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
田
﨑
さ
ん
は
福
岡
市
在
住
で
、

食
材
を
生
か
し
た
数
々
の
和
食
レ

シ
ピ
を
考
案
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
和
食
の
良
さ
を

世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
委
嘱
を
受
け
た
田
﨑
さ
ん
は
、

「
伊
万
里
は
食
材
が
豊
富
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
伊
万
里
焼

の
器
に
合
わ
せ
た
料
理
を
考
案
し

て
、
伊
万
里
を
世
界
に
情
報
発
信

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

今
後
、
食
と
器
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
新
た
な
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

弁
当
に
は
、
愛
妻
弁
当
あ
り
、

日
の
丸
弁
当
あ
り
、
と
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
私
が
小
・
中
学
生
の
こ
ろ

は
給
食
が
無
く
、
学
校
で
は
持
参

し
た
弁
当
を
食
べ
る
の
が
大
き
な

楽
し
み
で
し
た
。

　

冬
に
な
る
と
、
教
室
の
一
角
に
、

木
製
の
弁
当
保
温
器
が
置
か
れ
ま

し
た
。
中
身
は
、
金
網
で
５
段
に

仕
切
ら
れ
、
弁
当
箱
を
入
れ
て
、

炭
を
お
こ
し
た
火
鉢
で
温
め
る
だ

け
の
も
の
で
す
。
授
業
中
、
ク
ラ

ス
全
員
が
一
斉
に
温
め
る
と
、
大

根
の
漬
物
の
よ
う
な
に
お
い
が

プ
ー
ン
と
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
、
湯
気
が
立
つ
弁

当
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
お

か
ず
が
粗
末
な
と
き
は
、
隣
の
人

に
見
え
な
い
よ
う
に
手
で
隠
し
た

り
、
逆
に
自
慢
で
き
る
卵
焼
き
や

市
販
の
細
い
す
る
め
の
佃
煮
の
と

き
は
、
ゆ
っ
く
り
堂
々
と
食
べ
た

り
し
た
も
の
で
す
。

　

誰
に
で
も
、
弁
当
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
度
、
あ
の
料
理
の
鉄

人
・
道み

ち

場ば

六
三
郎
さ
ん
に
、
愛ま

な

弟

子
で
山
代
町
出
身
の
田
中
由ゆ

う

示し

さ

ん
を
介
し
て
、
弁
当
の
開
発
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
つ
い
に
『
伊

萬
里
牛
弁
当
』
が
完
成
し
、
市
役

所
で
道
場
さ
ん
同
席
の
も
と
に
記

者
発
表
し
ま
し
た
。

　

席
上
で
、
道
場
さ
ん
は
「
弁
当

ひ
と
つ
で
、
心
が
明
る
く
な
っ

た
り
、
暗
く
な
っ
た
り
す
る
の

で
、
非
常
に
神
経
を
使
っ
て
創
作

し
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
女
性

や
高
齢
者
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
味
付
け
も
細
か
く
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。
山さ

ん

椒し
ょ
うを
ま
ぶ
し

た
伊
万
里
牛
の
ロ
ー
ス
肉
と
モ
モ

肉
の
す
き
焼
き
を
ご
飯
の
上
に
の

せ
、
筑
前
煮
や
な
ま
す
、
色
と
り

ど
り
の
野
菜
の
煮
付
け
な
ど
を
配

し
た
、
和
食
の
鉄
人
な
ら
で
は
の

逸
品
で
す
。

　

鉄
人
と
い
う
と
、
固
く
て
冷
た

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
道

場
さ
ん
は
84
歳
。
優
し
く
て
誠
実

な
好こ

う

好こ
う

爺や

で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
弁
当
を
、
市
内

と
長
崎
県
を
結
ぶ
松
浦
鉄
道
の
イ

ベ
ン
ト
列
車
『
レ
ト
ロ
ン
号
』
と

組
み
合
わ
せ
、
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
、
車
窓
を
流
れ
る
山
や
海
の
景

色
も
堪
能
で
き
る
観
光
プ
ラ
ン
を

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
弁
当
を
目

当
て
に
、
多
く
の
観
光
客
に
伊
万

里
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。

　

た
か
が
弁
当
、
さ
れ
ど
弁
当
。

　

弁  

当 市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

↑塚部市長から、陶板で作られた
委嘱状を受け取る田﨑さん（左）

食
の
ま
ち
づ
く
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱

伊
万
里
の
食
と
器
を
Ｐ
Ｒ
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５月の市民スポーツ
２日（土）、３日（日・祝）
●国見台陸上競技選手権大会
　午前９時競技開始  国見台陸上競技場
31日（日）
●市民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　

国見台陸上競技場ほか
６月６日（土）、７日（日）
●市長旗争奪伊万里市中学生野球大会
　午前８時20分開会　国見台野球場

５月の町民スポーツ
５日（火・祝）
●黒川町子どもすもう大会
　午前８時30分開会　黒川小学校
10日（日）
●波多津町民体育祭
　午前８時30分開会  波多津運動広場
●黒川町民体育祭
　午前９時開会　黒川小学校
●二里町民体育大会
　午前９時開会　二里小学校
●伊万里地区運動会
　午前９時30分開会　伊万里小学校
●山代町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前10時30分開会　

浦ノ崎運動広場
15日（金）
●大川町ニュースポーツ教室
　午後６時30分開会  大川体育館ほか
16日（土）
●東山代町子ども会

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会

　東山代小学校ほか
●南波多町民グラウンド・ゴルフ大会
　午後２時15分開会　南波多小学校
24日（日）
●大川内町民球技大会
　午前８時開会　大川内小学校
●立花地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　立花小学校
●大坪地区グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時開会　大坪小学校
31日（日）
●牧島町民球技大会
　午前７時45分開会　牧島小学校
●西田旗争奪東山代町民

スローピッチソフトボール大会
　午前８時30分開会  東山代運動広場
６月７日（日）
●伊万里地区球技大会
　午前８時40分開会　啓成中学校

第 22回伊万里さわやかスポーツ・
レクリエーション祭

《大会成績》※各種目のパート別優勝チームのみ
種　目 １パート（優勝） ２パート（優勝） ３パート（優勝）

ソフトバレーボール
小学生の部

伊万里JVC男子Ａ
（伊万里）

伊万里Ａ
（伊万里）

伊万里Ｂ
（伊万里）

ソフトバレーボール
女性の部

脇野保育園
（東山代）

ソフトバレーボール
一般（混合）の部

黒川ソフトバレーＢ
（黒　川）

黒川ソフトバレーＡ
（黒　川）

ふ た ば
（牧　島）

ソフトバレーボール
シニア（混合）の部

エクセルＢ
（大　坪）

インディアカ
一般（混合）の部

東山代インディアカ
（東山代）

ペタンク 若っかろー
（東山代）

スイセン（花）
（二　里）

グランパ
（東山代）

　
３
月
21
日
、
国
見
台
体
育
館
な
ど
で
、
伊
万

里
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
に
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
47
チ
ー
ム
・
２
０
９
人
の

市
民
が
参
加
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
、
ペ
タ
ン
ク
の
３
種
目
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
参
加
者
は
交
流
を
深
め
な
が
ら

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
種
目
の
大
会
成
績
は
、
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

↑ネット際で激しい攻防を展開する
選手たち

↑天候に恵まれ、和やかな雰囲気
の下で交流を楽しみました。

↑練習で培ったチームワークを発揮して、声
を出し合って必死にボールを追う選手たち

種　目 優　勝 ２　位 ３　位
男子団体 カーショップ出雲商会 ＳＩＭＮ 敬徳Ｂ ＮＴＴ

一般男子 仲尾　　航
（大川体協）

吉永　健吾
（カーショップ出雲商会）

早稲田勇輝
（伊万里卓親会）

松尾　健太
（伊万里卓親会）

男　子
シニア

池田　徳幸
（西有田中職）

髙野　政男
（至誠庵）

多久島一仁
（ドライブインとり）

川久保政彦
（伊万里クラブ）

男　子
ベテラン

大川内孝徳
（ドライブインとり）

鈴木　政義
（伊万里小職）

栗原　　崇
（チームシーバード）

仲尾　安喜
（大川体協）

女子団体 伊万里商業Ａ 伊万里農林Ａ 卓親会レディース 甍レディース

一般女子 仲尾　　茜
（大川体協）

田中　奈緒
（伊万里商業）

山田かのこ
（敬　徳）

樋渡　桃香
（伊万里農林）

女　子
シニア

古川　葉子
（卓親会レディース）

田代智恵子
（伊万里クラブ）

犬塚　智子
（金曜会）

樋口　純子
（大川内体協）

ソフトバレーボール（一般）

ペタンク ソフトバレーボール（小学生）

市
職
域
・
ク
ラ
ブ卓球

大
会

●

期
　
日
　
４
月
12
日
（
日
）

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館
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みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ
ＨＩＲＯ
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↓大自然に囲まれて食べる焼き肉の味は、やっぱり最高です。

　大自然の中で親子や青少年が交流すること
で、郷土愛を育

はぐく

み仲間づくりにつなげようと、
大川内小学校から都川内ダムまでのコースで
『スタミナ焼肉オリエンテーリング』が開催
されました。この日、親子連れなど48チーム、
185人が参加。途中、６つのチェックポイン
トでゲームなどに挑戦し、焼き肉用の具材を
獲得しながらゴールをめざしました。ゴール
後は、雄大な自然の中で焼き肉大会や抽選会、
『竹とんぼ飛ばし』などを楽しんでいました。

　　　 スタミナ焼肉オリエンテーリング親子や友人で絆きずなを深めた１日
『ペットボトル倒
し』もサッカーボー
ルで一網打尽に

最終チェックポイントでは、黒のビニール
袋に入っている物を当てました。

玉入れ用の玉が、輪の中にいくつ入るか
挑戦した『輪投げとお楽しみゲーム』

3.22

まちの話題

みんなの広場

　小説『もしも高校野球の女子マネージャーがドラッカー
の「マネジメント」を読んだら』の著者・岩崎夏

なつ

海
み

さんの講
演会が市民図書館でありました。これは、図書館フレンズ
いまりと同図書館の20周年を記念して開催されたもので、
市内外から約100人が来場。講演後、岩崎さんが質問に答
えるパネルトークもあり、来場者は交流を深めていました。

↓「現実の世界に疲れた時、本が救ってくれた」と話す岩崎さん（左）

　　　 岩崎夏海講演会夢は現実に生きてかなえるもの

4.5

↑「伊万里牛の重箱御膳を名物料理にしたい」と話す前田清浩さん

　　　 21世紀市民ゆめづくり計画支援事業成果報告会ゆめのある元気なまちに一歩前進

4.15

　『21世紀市民ゆめづくり計画支援事業』平成26年度採
択事業成果報告会が市民センターでありました。平成26
年度採択の『伊万里２

に く

９１
じゅう

０プロジェクト』事業など５件
について、実施団体が事業概要や成果、課題などを報告し
ました。参加者は感心しながら聞き入り、工夫した点や今
後の事業展開など、多くの質問や意見が出されていました。



　
３
月
29
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス

タ
ー
伊
万
里
の
チ
ャ
ペ
ル
で
伊
万

里
少
年
少
女
合
唱
団
の
発
表
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
、
２
部
合
唱
で
『
翼

を
く
だ
さ
い
』
や
『
あ
す
と
い
う

日
が
』
な
ど
数
曲
を
、『
浦
島
太
郎
』

や
『
赤
い
靴
』
な
ど
懐
か
し
い
曲

数
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
元
団
員
た
ち
が
成
長
し
た
歌

声
を
披
露
し
た
り
、
伊
万
里
合
唱

団
が
友
情
出
演
し
た
り
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ペ
ル
に
は
美
し
い
歌
声
が

響
き
渡
り
、
観
客
か
ら
は
温
か
い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
23
回
伊
万
里
少
年
少
女
合
唱
団
発
表
会

チ
ャ
ペ
ル
に
美
し
い
歌
声
が
響
き
ま
し
た

↑心を一つにして心温まる歌声を披露する団員
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皆
さ
ん
は
『
本
人
通
知
制
度
』

を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
制
度
は
、

市
（
町
・
村
）
が
、
事
前
に
登
録

し
た
人
の
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本
な
ど
を
第
三
者
に
交
付
し
た

場
合
に
、
本
人
に
対
し
て
『
証
明

書
を
交
付
し
た
』
と
い
う
事
実
を

通
知
す
る
も
の
で
す
。

　
行
政
書
士
や
司
法
書
士
な
ど
の

有
資
格
者
は
、
職
務
上
の
必
要
が

あ
れ
ば
本
人
の
同
意
が
な
く
て

も
、
戸
籍
謄
本
な
ど
を
請
求
で
き

る
こ
と
が
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
国
で
は
、
こ
の
請
求
時

の
書
類
を
偽
造
し
た
戸
籍
謄
本
な

ど
の
不
正
取
得
が
相
次
ぎ
、
大
き

な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
人
通
知
制

度
は
、
第
三
者
に
よ
る
不
正
な
請

求
を
抑
止
し
、
個
人
の
権
利
・
利

益
の
不
当
な
侵
害
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
ま
し

た
。
本
市
で
も
今
月
か
ら
事
前
登

録
申
請
書
の
受
付
を
開
始
し
、
６

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
不
正
に
取
得
さ
れ
た
個
人
情
報

は
、
結
婚
や
就
職
な
ど
を
す
る
際

に
、
差
別
意
識
や
偏
見
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
身
元
調
査
、
高
齢
者

へ
の
詐
欺
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
不
正
取
得
は
、
不
正
に
個
人
情

報
を
取
得
し
た
人
や
企
業
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
を

依
頼
す
る
人
が
い
る
か
ら
発
生
す

る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の

人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の
人
権
を
守

る
た
め
に
も
、
他
人
の
人
権
を
侵

害
し
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
情
報
を
守
る
た
め
の
制
度

を
通
じ
て
、
今
一
度
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
、
差
別
の
な
い
社
会
を

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２１６

『
本
人
通
知
制
度
』
が
あ
な
た
の
人
権
を
守
る

　
　
　

　
　
文
化
財
啓
発
特
集
② 

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　 

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
開
発
行
為
と
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
②

　
過
去
の
人
々
が
使
用
し
た
道

具
や
住
居
な
ど
は
、
過
去
の
物

事
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
手
が

か
り
と
な
る
貴
重
な
資
料
で

す
。
こ
の
資
料
の
中
で
、
年
月

の
経
過
と
と
も
に
地
中
に
埋
も

れ
た
も
の
を
『
埋
蔵
文
化
財
』

と
呼
び
ま
す
。

　
埋
蔵
文
化
財

は
、
大
ま
か
な

位
置
が
把
握
さ

れ
て
い
ま
す
が
、

正
確
な
範
囲
は

判
明
し
て
い
ま

せ
ん
。
時
に
は
、

土
木
・
建
築
工

事
な
ど
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で

把
握
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
場
所

か
ら
発
見
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
市
生
涯
学
習

課
で
は
、
過
去

の
貴
重
な
手
が
か
り
で
あ
る
埋

蔵
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
市
内
の
土
木
・
建
築
工

事
な
ど
に
関
し
て
、
事
前
に
事

業
者
と
協
議
し
、
埋
蔵
文
化
財

の
保
護
と
土
木
工
事
な
ど
の
開

発
行
為
が
両
立
す
る
よ
う
に
調

整
し
て
い
ま
す
。

↑井手口川ダム建設時の発掘調査のようす（大川町の東田代筒
江窯跡）



千せ
ん

二に

百
ひ
ゃ
く

年ね
ん 

高こ
う

野や

の
坊ぼ

う

の 

ほ
と
と
ぎ
す

い
の
ち
噴ふ

く 

木き

ぎ々
の
息い

ぶ
き吹

を 

楽が
く

章
し
ょ
う

と

　
　
　
　
　
聞き

こ
し
召め

す
か
や 

野の

仏
ぼ
と
け

穏お
だ

し

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

黒く
ろ
か
み髪

　
和か
ず

代よ

森
　
　
幸さ
ち

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
万
里
の
春
を
満
喫

  

浦
ノ
崎
桜
の
駅
ま
つ
り

　
３
月
29
日
、
松
浦
鉄
道
浦
ノ
崎

駅
で
、
桜
の
駅
ま
つ
り
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
住
民
が
実

行
委
員
会
を
結
成
し
、
地
域
の
活

力
づ
く
り
の
た
め
に
一
体
と
な
っ

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気

の
市
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
が
駅

に
降
り
立
ち
、
駅
前
広
場
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
に
大
集
合
し
た
ほ
か
、

地
元
の
園
児
や
音
楽
愛
好
家
が
歌

↑満開時には『桜のトンネル』が見
どころとなる松浦鉄道浦ノ崎駅

や
踊
り
を
披
露
す
る
桜
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
場
内

で
は
物
産
販
売
や
ま
ち
か
ど
健
康

教
室
な
ど
も
催
さ
れ
、
も
う
少
し

で
満
開
を
迎
え
る
と
い
う
桜
の
名

所
は
、
写
真
愛
好
家
や
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
浦
ノ
崎
駅
は
線
路
沿
い
に
約
90

本
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
満
開
時
に

は
駅
を
覆
う
よ
う
に
『
桜
の
ト
ン

ネ
ル
』が
で
き
る
桜
の
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

↑特設ステージには、地元のポストンくん
をはじめ伊万里のゆるキャラが大集合

　
３
月
23
日
、
市
役
所
で
鉛
筆
削

り
器
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伊
万
里
商
工
会
議
所

女
性
会
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
今
回

で
３
回
目
。
市
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
収

益
の
一
部
を
活
用
し
て
寄
贈
し
ま

し
た
。
鉛
筆
削
り
器
は
、
市
内
小

学
校
の
新
１
年
生
の
各
学
級
（
全

16
校
・
24
学
級
）
に
置
か
れ
、
進

級
時
も
持
ち
上
が
り
、
卒
業
ま
で

の
６
年
間
、
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
９
日
、
市
内
の
各
小
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年
生

に
『
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
市
が
小
学

校
の
新
１
年
生
全
員
に
毎
年
贈
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
対
象
と

な
っ
た
児
童
は
５
１
６
人
で
す
。

　
こ
の
日
、
塚
部
市
長
が
黒
川
小

学
校
を
訪
れ
、
新
１
年
生
を
代
表

し
て
、
井
手
大ひ

ろ

翔と

さ
ん
に
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、『
黄

色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』
を
見

か
け
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
た

り
、
横
断
歩
道
で
待
っ
て
い
た
ら

必
ず
止
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑塚部市長（右）からランドセルカバーを贈られた
新１年生の井手大翔さん（右から２人目）

↑市教育委員会の森教育長（右）に鉛筆
削り器を贈呈する石井信子会長（左）

鉛
筆
削
り
器
贈
呈

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈

新
入
学
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

鉛
筆
削
り
器
、ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈

222015.5



山口 瑠
る な

愛さん

★肇
はじめ

・祥
しょう

子
こ

さんの二女

★立花台三丁目

(  　  )４歳
６か月

　
私
は
大
き
く
な
っ
た
ら
、か
わ
い
い

お
姫
さ
ま
に
な
り
た
い
の
☆
好
き
な

遊
び
は
ま
ま
ご
と
遊
び
と
先
生
ご
っ

こ
★
華は

な愛
お
姉
ち
ゃ
ん
が
先
生
で
妹

の
琳り

な愛
と
私
が
１
年
生
の
役
よ
♪

３
人
だ
と
と
っ
て
も
楽
し
い
の
♬

　
世
話
好
き
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず

か
し
が
り
屋
の
瑠
愛
ち
ゃ
ん
♡
よ

く
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
♥
こ
れ
か
ら
も
今
の

ま
ま
、
素
直
な
大
人
に
な
っ
て
ね
(^^)

春夏秋冬 自慢味

● 問合先　男女協働・まちづくり課（ 　☎㉓２１１５）

食育ワンポイント

伊万里のレシピ  No.14

『伊万里の食を豊かに』実行委員会発行
『伊万里食三昧』より

ちょっとおしゃれなスープを食卓に

冷じゃがいもスープ

材　料（５人分）
・じゃがいも（３個）
・玉ねぎ（1/2 個）
・セロリ（1/4 本）
・バター（大さじ２）
・ブイヨン（５カップ）

①じゃがいもは皮をむき八つ切り、玉ねぎ・セロリは
薄切りにする。

②鍋にバターを熱して溶かし、玉ねぎ・セロリをしん
なりするまでいため、じゃがいもを加えてさっとい
ためる。

③②にブイヨンを加えて材料が軟らかくなるまで煮る。
④③を熱いうちにミキサーにかける。
⑤④を鍋に戻して火にかけ、塩・こしょうで味を調え、
氷水で冷やす。
⑥食する直前に生クリームを加え、ざく切りにしたト
マトとみじん切りにした小ねぎを散らす。

元気いっぱい体を動かそう！　子どもの運動能力の低下や、スポーツをしない人の割合が増加傾向にあります
が、幼少期の体験が豊富な大人ほど、やる気や生きがいを持っている人が多いという調査結果があります。スポー
ツや地域の行事などに親子で積極的に参加し、良い汗を流しましょう。ごはんがますますおいしくなりますよ。

作り方など

　市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、食に関する活動を行っているグループが監修した春夏秋冬のレシピを紹介します。

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

・生クリーム（1/2 カップ）
・塩・こしょう（少々）
〔トッピング用〕
・小ねぎ（少々）
・トマト（少々）

大久保 いづみ さん

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
入
庫
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
窓

口
で
勉
強
中
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
笑
顔
で
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ

つ
す
る
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
ま
ず
は
笑
顔
で
接
客
。
お
客
さ

ま
を
待
た
せ
ま
せ
ん

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
　
笑
顔
と

声
の
大
き
さ
。
明
る
い
性
格
で
、

人
と
話
す
の
が
大
好
き
で
す

◇
趣
　
味
　
音
楽
鑑
賞

◇
特
　
技
　
書
道
（
５
段
）

◇
市
民
へ
一
言
　
地
域
活
動
で
多

く
の
人
と
関
わ
れ
る
こ
と
が
楽

し
み
で
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
お
寄
り
く
だ
さ
い

◆ 伊万里信用金庫
（伊万里町）

◆ 平成 27年４月 入庫

(18歳・二里町西八谷搦)

伊万里の

やんぐ・ウォーカー

23 2015.5



お知らせコーナー
チャンネル

◆
知
的
障
害
者
更
生
相
談

●

期
　
日
　
６
月
16
日
（
火
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

●

受
付
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●

内
　
容
　
療
育
手
帳
（
再
判
定

の
み
）や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
・
年
金
・
職
業
・
生
活
な

ど
に
関
す
る
相
談

●

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
知
的
障

害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

◆
身
体
障
害
者
更
生
相
談

●

期
　
日
　
６
月
18
日
（
木
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

●

受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

●

面
接
・
検
査
時
間

　
午
後
１
時
〜
３
時

●

診
察
時
間

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●

内
　
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
診
断
（
整
形
外
科
・
耳

鼻
咽
喉
科
）、
補
装
具
の
交
付
・

修
理
・
適
合
な
ど
に
関
す
る
相

談
や
判
定

●

対
　
象
　
身
体
に
機
能
的
障
害

を
有
す
る
人
お
よ
び
そ
の
家
族

※
い
ず
れ
の
相
談
も
１
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

●

日
　
時
　
５
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
開
会

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
。
自
家

用
車
利
用
の
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
相
乗
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
０
）

●

納
期
限
　
６
月
１
日
（
月
）

※
納
付
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送

●

口
座
振
替
日
　
5
月
26
日
（
火
）

※
身
体
障
害
者
で
、
一
定
の
要
件

お
知
ら
せ

を
満
た
す
人
は
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
申
請
で
き
ま
す
。

※
申
請
期
限
は
５
月
25
日
（
月
）

●

問
合
先

▽
軽
自
動
車
税
　
市
役
所
税
務
課

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

▽
自
動
車
税
　
武
雄
県
税
事
務
所

 

（
☎
０
９
５
４
㉓
３
１
０
３
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

の
委
任
を
受
け
、
地
域
で
の
人
権

相
談
や
啓
発
活
動
を
行
う
あ
な
た

の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

差
別
や
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
人

権
に
か
か
わ
る
問
題
で
お
悩
み
が

あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
４
月
１
日
付
け
で
岩
永
孝

雄
さ
ん
（
南
波
多
町
）
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

●

会
期
・
作
品
解
説
日
時
（
※
）

▽
前
期
　【
書
】

　
５
月
13
日
（
水
）
〜
17
日
（
日
）

※
５
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時

▽
中
期
　【
写
真
・
工
芸
】

　
５
月
20
日
（
水
）
〜
24
日
（
日
）

※
５
月
24
日
（
日
）

　
写
真 

午
後
１
時
・

工
芸 

午
後
２
時

▽
後
期
　【
絵
画
】

　
５
月
27
日
（
水
）
〜
31
日
（
日
）

※
５
月
31
日
（
日
）
午
後
２
時

●

観
覧
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
各
会
期
と
も
に
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

観
覧
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（   

☎
㉒
１
２
６
２
）

●

日
　
時
　
５
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

●

場
　
所
　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院

●

内
　
容
　
血
圧
・
血
糖
測
定
や

　
体
脂
肪
測
定
、
栄
養
相
談
な
ど

※
予
約
不
要
。
粗
品
有
り
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
有
田
共
立
病

院
（
☎
　
２
１
２
１
）

軽
自
動
車
税
の

納
付
は
お
早
め
に

伊

万

里

市

戦
没
者
追
悼
式

知
的
・
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
巡
回
相
談

子育て支援センターに
            遊びにきませんか
　子育ての悩みや相談を受け付けています。
ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

① つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌
や簡単な製作などを行います。
　  ●  日　時　５月20日（水）
                   午前 10時～正午
　  ●  場　所　立花公民館

② お誕生会（要申込）
　５月生まれの就園前の乳幼児と保護者
　   ● 日　時　５月27日（水）
　 　　　　　午前10時 30分～正午
　   ●  場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　（　 ☎㉓５１９７）

市

美

術

展

看

護

の

日

㈱エコライフ・ニブ

伊万里市二里町大里336-8
二里公民館横

☎（0955）20-4188

市民センター

佐賀銀行
伊万里支店

伊万里小 伊万里商業

伊万里川

至伊万里駅

10：30～12:00
EVコンディショナー

5月23日は三菱省エネ新商品セミナー5月23日は

13：00～13:50
脱 臭 機

14：00～15:00
業務用給湯器
ご 予 約 制

こ こ でし か 聞 け な い 情 報 が 沢 山 あ り ま す

車だけではもったいない。
家庭で使う電気をフル活用。

気になるニオイに速やかに
強力脱臭、メンテナンスフリー！

気になる燃料費はゼロ。
コストは安価な電気代のみ

EVコンディショナー（V2H）
新しい車との付き合い方

急速脱臭機
ニオイが気になる全ての空間へ

小型業務用給湯器
かなりお湯を必要とする方

IN
市民センタ

ーセミナー
予告

46

人
権
擁
護
委
員
が
再
任

2015.5 24：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索



　
新
成
人
に
な
る
皆
さ
ん
、
成
人
式

を
自
ら
企
画
し
、
思
い
出
に
残
る

式
典
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容
　
平
成
28
年
１
月
に

開
催
す
る
成
人
式
の
企
画
、
式

典
の
運
営

●

応
募
要
件
　
平
成
28
年
成
人
式

対
象
者
（
平
成
７
年
４
月
２
日

〜
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
）
で
、
７
月
以
降
に
開

催
す
る
会
議
な
ど
（
主
に
平
日

の
夜
開
催
）
に
参
加
で
き
る
人

●

募
集
期
限
　
５
月
29
日
（
金
）

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

●

日
　
時
　
５
月
31
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技

場
、
国
見
台
球
技
場

●

チ
ー
ム
編
成

　
１
チ
ー
ム
５
〜
７
人

●

参
加
料
　
１
人
５
０
０
円

●

募
集
期
限
　
５
月
19
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先
　
各
町
公
民
館
、

　
体
育
保
健
課（
　
☎
㉓
３
１
８
７
）

お知らせコーナー
チャンネル

◆
狩
猟
免
許
試
験
補
助
制
度

●

対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
65

歳
以
下
の
人

●

申
込
期
限
　
７
月
10
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

　
　
　
　
　（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

◆
狩
猟
免
許
試
験

●

試
験
日
・
試
験
会
場

▽
７
月
22
日
（
水
）
唐
津
市

▽
８
月
５
日
（
水
）
佐
賀
市

▽
８
月
９
日
（
日
）
佐
賀
市

※
詳
し
く
は
、佐
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限  

試
験
日
の
３
週
間
前

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
市
猟

友
会
（
☎
㉓
８
８
３
７
）

●

日
　
時
　
５
月
23
日
（
土
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

講
　
師
　
黒
田
裕
一
さ
ん

　（
唐
津
市
相
知
市
民
セ
ン
タ
ー

総
務
教
育
課
教
育
係
長
）

●

演
　
題
　『
波
多
三
河
守
改
易
、

そ
し
て
そ
の
後
の
松
浦
党
』

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
１
２
６
２
）

　
市
農
協
と
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
市
猟
友

会
の
協
力
の
も
と
、
わ
な
や
銃
器

に
よ
る
駆
除
を
行
い
ま
す
。

●

有
害
鳥
獣
駆
除
期
間

　
平
成
28
年
２
月
末
ま
で
（
予
定
）

●

注
意
点
　
野
山
に
入
る
と
き
は
、

目
立
つ
服
を
着
用
し
、
ラ
ジ
オ
を

携
帯
す
る
な
ど
、
人
が
い
る
こ
と

が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
狩
猟
免
許
や
市
の
許
可
な
く
、

わ
な
を
仕
掛
け
る
と
違
法
で
す
。

●

問
合
先
　
農
業
振
興
課
営
農
流

通
係 

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）、
農

山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係（
☎

㉓
２
５
９
１
）、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営

農
振
興
課
（
☎
㉓
５
５
６
０
）

　
農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、

小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を
共
同

で
施
工
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業
　
事
業
の
受
益
農
地

が
１
ha
以
上
で
、
受
益
戸
数
が

５
戸
以
上
あ
る
農
道
舗
装
・
水

路
改
良
・
た
め
池
工
事
な
ど

●

補
助
率
　
事
業
費
の
50
㌫
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限
　
35
万
円

●

申
請
方
法
　
計
画
地
区
ご
と
に
、

申
請
書
に
現
況
写
真
を
添
付
し
て

区
長
名
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限
　
５
月
29
日
（
金
）

※
昨
年
未
認
可
と
な
っ
た
地
区
は

再
申
請
が
必
要
で
す
。

●

問
合
先
　
農
山
漁
村
整
備
課
農

地
農
村
係
（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
の

新
規
取
得
者
を
支
援

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

有
害
鳥
獣
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

   

小
規
模
土
地
改
良

事
業
の
申
請
受
付

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会

記

念

講

演

会

●日　時　５月24日（日）
　午前10時～午後５時30分
※集合場所などの詳しい内容は、後日
参加者のみに案内します。

●対象者　市内在住・在勤、または結
婚を機に伊万里市に住む意思がある
20歳以上の独身の人

●参加費　無　料
※別途、ランチ代3,300円が必要
●募集人数　男女各16人
※応募多数の場合は、抽選
●応募方法　メールまたは電話
●募集期限　５月14日（木）
●応募・問合先　婚活応援課内　市婚
活応援推進協議会（　 ☎㉓２９５０）

※メールアドレス
　deai@city.imari.saga.jp

婚活イベント♥
ランチ＆散策
in海とバラのハウステンボス

♥

ぼ
し
ゅ
う

伊
万
里
市
成
人
式
の

実

行

委

員

25 2015.5 火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）。



●

研
修
地
　
沖
縄
本
島
・
渡
嘉
敷
島

●

内
　
容
　
海
洋
研
修
、野
外
キ
ャ

ン
プ
、
平
和
学
習
な
ど

●

期
　
間
（
５
泊
６
日
）

　
７
月
22
日
（
水
）
〜
27
日
（
月
）

●

募
集
人
数
・
参
加
費
　

▽
小
学
５
・
６
年
生

　
30
人
・
５
万
３
０
０
０
円

▽
中
学
生

　
６
人
・
５
万
８
０
０
０
円

▽
高
校
生
な
ど
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

　
若
干
人
・
３
万
３
０
０
０
円

●

募
集
期
限
　
５
月
29
日
（
金
）

●

応
募
方
法
　
申
込
書
を
提
出

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
　
青
少
年
育
成
市
民
会

議
事
務
局
（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

●

日
　
程
（
全
24
回
）　
5
月
28
日

（
木
）
を
初
回
と
す
る
毎
週
木

曜
日
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

●

場
　
所
　
立
花
公
民
館

●

対
　
象
　
高
校
生
以
上

●

受
講
料
　
月
額
２
０
０
０
円

※
別
途
、
教
材
費
が
必
要
で
す
。

●

募
集
人
数
　
30
人

●

募
集
期
限
　
５
月
20
日
（
水
）

●

講
　
師
　
南
原
高
義
さ
ん

●

応
募
・
問
合
先
　
国
際
交
流
室

（
　
☎
㉒
７
０
４
６
）

●

対
　
象

　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

●

任
　
期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で

●

会
　
議

　
４
回
程
度
（
平
日
の
昼
）
開
催

●

募
集
人
数
　
２
人

●

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
作
文

（
テ
ー
マ
『
私
が
考
え
る
伊
万
里

市
の
地
方
創
生
』、
４
０
０
字
程

度
）
を
添
付
し
て
提
出
（
郵
送
・

持
参
・
メ
ー
ル
）

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
企
画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
５
月
20
日
（
水
）

●

選
考
方
法
　
書
類
審
査

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１
　
伊
万

里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
1

　
企
画
政
策
課
企
画
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
４
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku
@
city.im

ari.lg.jp

●

対
　
象

　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

●

任
　
期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で

●

活
動
内
容

　
条
例
制
定
に
関
す
る
協
議
（
委

員
会
へ
の
参
加
）

※
３
回
程
度
（
平
日
の
夜
）
開
催

●

募
集
人
数
　
２
人

●

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
、
各

町
公
民
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
５
月
20
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先
　
男
女
協
働
・
ま

ち
づ
く
り
課
（  

　
☎
㉓
２
１
１
５
、

　
　
㉒
７
２
１
３
）

●

日
　
時
　
5
月
25
日
（
月
）

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
30
分

●

場
　
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

内
　
容
　
敬
語
や
あ
い
さ
つ
、

電
話
応
対
、
訪
問
マ
ナ
ー
な
ど

●

対
　
象
　
45
歳
未
満
の
求
職
者
・

在
職
者
・
学
生

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
５
人

※
講
座
の
前
後
に
個
別
相
談
あ
り

●

応
募
・
問
合
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

　（
☎
０
９
５
２
　
１
８
７
０
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
　
15
人

▽
機
械
加
工
技
術
科
　
12
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
電
気
設
備
施
工
科
　
18
人

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
　
18
人

▽
建
築
C
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

●

期
　
間

　
７
月
１
日
（
水
）
〜

12
月
25
日
（
金
）

●

場
　
所 

 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

人
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、
公

共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指

示
・
推
薦
を
受
け
た
人

●

筆
記
試
験
・
面
接
日

　
６
月
９
日
（
火
）

●

募
集
期
限
　
６
月
２
日
（
火
）

●

応
募
先

　
伊
万
里
公
共
職
業
安
定
所

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

お知らせコーナー
チャンネル

ぼ
し
ゅ
う

初
級
韓
国
語
教
室

受

講

生

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

伊
万
里
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
団
員

就
活
マ
ナ
ー
講
座

受

講

生

『
男
女
協
働
参
画
に
関

す
る
条
例
』
制
定
委
員

『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
策
定
懇
話
会
』委
員

FAX
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お知らせコーナー
チャンネル

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

洗濯物は、まとめ洗いを！
　少量の洗濯物を毎日洗うよりも、洗濯機の容量に合わせてまと
めて洗ったほうが経済的です。例えば、定格容量 6.0kg（洗濯・
脱水）の洗濯機に、衣類など 2.4kg 入れて洗う場合と、4.8 ㎏
入れて洗う場合を比較すると、4.8 ㎏入れて洗う場合のほうが、
年間で 電気 5.88kWh（約 130 円）、 水道 16.75 ㎥（約
3,820円） の節約、二酸化炭素 2.1kg の削減になります。

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　☎㉓２１４４）

●カラオケエース　カラオケ発表会
　10日（日）午前９時30分開演

 （☎㉗０８８１）
●カラオケ三本椿　カラオケ発表会
　16日（土）午前10時開演（☎㉓７７６０）
●平成 27年度伊万里市戦没者追悼式
　29日（金）午前10時 30分開会

 （☎㉓２１２０）
●伊万里・有田地区緩和ケアフォーラム
　30日（土）午後５時開演 

（☎０９５２㉙６２０１）
●市民公開講座　がんのこと痛みのこと

患者さんと話してみませんか？
　31日（日）午後２時開演 （☎㉘１１１１）

●古本市（福祉喫茶『あおぞら』）
　５日（火・祝）午前10時～午後３時
●『こどもの読書週間』５月12日まで
●こどもの日おはなし会（のぼりがまのおへや）
　５日（火・祝）午前11時
●こども上映会（のぼりがまのおへや）
　５日（火・祝）午後２時30分～３時20分
　『おじゃる丸　満月ロード

　タマにはマロも大冒険』
　17日（日）午後２時30分～３時40分
　『ドナルド・ダック　５』
※変更する場合があります。
●名画上映会（図書館ホール）
　17日（日）午後２時30分～４時５分
　【ミュージカル＆ラブコメ映画　第３回】
　『會

かい

議は踊る』（1931年 / ドイツ /95分）
※催し物はすべて無料です。
●５月の休館日　
　３日、４日、６日、11日、18日、25日、
　28日（館内整理休館）

市民図書館 ☎㉓４６４６

５ 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

５月の市民相談

● 日　時　５月12日（火）　
　　　　　午前10時～午後０時30分、午後１時～３時
● 場　所　佐賀県弁護士会館（佐賀市中の小路７番19号）
● 相談内容　金銭、土地、建物、交通事故、架空請求、振込詐欺など
※相談時間は１人20分程度。先着順で受け付けを行います。
● 問合先　佐賀地方・家庭裁判所総務課（☎０９５２　５６０４）
　　　　　 佐賀県弁護士会（☎０９５２㉔３４１１）

『憲法週間』に合わせて、無料法律相談を開催します
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● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷月・水曜日　午前９時～午後４時（面接相談は要予約）

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（13日・27日）

午前10時～
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（７日）

午前10時～
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（21日）

午前10時～
午後３時

人権相談 第２・３火曜日
（12日・19日）

午前10時～
正午

消費生活相談 月～金曜日
※祝日は除く

午前10時～
午後４時
※正午～午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（15日）

午前９時～
正午

不動産相談 第２木曜日
（14日）

午前10時～
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル
プランナー相談）
※要予約

第１・３金曜日
第４日曜日
（１日・15 日・24
日）

午前９時～
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約 金曜日 午前９時30分～

午後３時30分 面接室
唐津年金事
務所
０９５５
５１６１

身障者相談 第４木曜日
（28日）

午前10時～
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日 午前９時～

午後３時30分
福祉課社会
福祉係
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一人で悩まず
ご相談ください
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27 2015.5 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）



 　子どもの部

【作品名】
　初　雪

大川内小学校

　山口　　倫
りん

 さん

東京都青梅市

　樋口　英
ひではる

晴 さん

優 秀 賞

国際アマチュア陶芸展伊万里2015

【作品名】
　すいすいかめ

 　一般の部 鍋島大賞

　南天にうっすら積もった雪をス
ケッチして、つぼにしたら360
度描くことになり、それが難し
かったです。生きている喜びを
感じてもらえればと思います。

　長生きできるようにと思い、
カメを作りました。色の濃淡を
工夫しました。甲羅の模様が難
しかったです。これからもいろ
いろな作品を作りたいです。

３月 19 日に行われた審査会

◆一般の部
▷鍋島大賞　樋口　英晴 （東京都青梅市）２年連続
▷優秀賞　　荒木　織

おり

賀
が

 （奈良県北葛城郡広陵町）
▷特別賞　　立

たて

井
い

　義高 （東京都多摩市）

◆子どもの部　
▷優秀賞　　山口　　倫 （大川内小学校３年）
▷特別賞　　山本こころ （有田中部小学校４年）
　　　　　　山中　七海 （有田中部小学校２年）

　　　　　　　※学年は出展時（昨年度）

↑『子どもの部』の受賞者の皆さん

　『国際アマチュア陶芸展伊万里2015』が大川内
山の伊万里・有田焼伝統産業会館で３月28日から
４月11日まで開かれました。
　この陶芸展は、大川内山の『春の窯元市』にあわ
せて開催しているもので、今年で32回目になりま
す。今回は、全国から一般の部に69点、子どもの
部に 205点の合計 274点が出展されました。審
査の結果、上位入賞者は下記のとおりです（敬称略）。

↑『一般の部』の受賞者の皆さん

人のうごき
平成27年４月１日現在
●人口　56,571人　   （－ 285）
　　男　27,116人　   （－ 136）
　　女　29,455人　   （－ 149）
●世帯　22,711世帯  （＋           7）

（　）は前月比

広報　　　　　 2015-5
●発行日／平成27年５月１日
●発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1
● 伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
●印　刷／山口印刷株式会社

編

集

室

か

ら

　
過
日
、
鹿
児
島
県
垂
水
市
を
視
察
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
連
な
る
山
々
と
錦
江
湾
に
面

し
た
自
然
豊
か
な
地
で
、
道
の
駅
に
立
ち
寄
る

と
あ
る
商
品
が
目
に
飛
び
込
み
、
思
わ
ず
購
入

し
ま
し
た
。
桜
島
か
ら
降
り
注
ぐ
火
山
灰
を
食

品
缶
に
密
封
し
た
も
の
で
、
そ
の
名
も
『
降
灰

体
感
缶
詰 

ハ
イ
ど
う
ぞ
！
』。
用
途
は
不
明
な

が
ら
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
観
光
客
に
根
強
い

人
気
が
あ
る
と
か
。
私
は
文
鎮
が
わ
り
に
重
宝

し
て
い
ま
す
が
、
百
害
あ
っ
て
一
利
あ
る（
!?
）

灰
を
利
用
し
た
、
ま
さ
に
逆
転
の
発
想
が
生
ん

だ
ア
イ
デ
ア
商
品
で
す
。
観
光
素
材
は
、
ど
こ

に
転
が
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
月
号

で
は
、
特
集
の
一
つ
と
し
て
観
光
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
こ
伊
万
里
で
も
お
客
様

に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
多
く
の
人

が
工
夫
を
凝
ら
し
、
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙

面
の
都
合
で
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
事
例
を
含

め
、
伝
統
と
文
化
を
重
ん
じ
な
が
ら
も
、
新
た

な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
翻
っ
て
、
私

に
で
き
る
の
は̶

ま
ず
、道
端
の
観
光
客
に『
お

も
て
な
し
』
の
心
で
あ
い
さ
つ
し
、
伊
万
里
の

温
か
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。（
拓
）
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